
 

 

 

 

 

自分も、なかまも大切にし、いじめや差別をなくす力を持った 

旭志っ子の育成をめざして  （７月１１日 人権学習授業参観） 
子どもたちに育てたい３つの力「やさしく」が目指す姿は「自分も、なかまも大切にし、いじめや差別
をなくす力を持った子ども」です。この姿の実現をめざし、旭志小では全ての教育活動を通した人権・同
和教育を推進しています。６月からの人権月間では「自分やなかまを大切にできているか？」「周りにいじ
めや差別がないか？」「いじめや差別をなくすためにできることは？」などと、自分やクラスをみつめ、い
じめや差別の問題を自分事として考えることができるよう、人権学習の授業や人権集会を行っています。 

今回たくさんの保護者の皆さんに授業の様子を参観していただくことができました。子どもたちの学習
をきっかけにして、「いじめや差別のおかしさ」や「人権を大切にすることの重要性」等について、ぜひそ
れぞれのご家庭でも一緒に考えたり話し合ったりして頂きたいと思います。 

 
旭志小３つの力を、自分たちで伸ばしていく委員会活動 
くらだけ委員会を中心に、５・６年生児童が６つの委員会に所属して活動しています。旭志小３つの力を
伸ばすために、自分たちでできることを考えて様々な活動に取り組んでいます。自分たちの仕事や役割
を、責任を持ってやりとげる力や、周りのためにできることを考え、話し合い、実行する力を身に付け、
ふるさと旭志を支える人材に成長して欲しいと期待しています。 

 
 
 

 
旭志っ子の活躍を紹介します 
学校以外の様々な場面で旭志っ子たちがたくさ

ん活躍しています。夏休みもいろいろなチャレン
ジをして欲しいと思います。頑張りの成果を教え
てください。楽しみにしています！ 

 

 旭志小学校だより  第８号  令和７(2025)年７月１５日 

文責 校長 髙尾 和史 

「ふるさとを誇りに思い、夢に向かって 
みんなで伸びゆく 旭志っ子の育成」 

 

 

 

令和７年度 

学校教育目標

６年 

旭志小公式Webサイト 
情報掲載中  こちら⇒ 

３つの力で「ひと」「ふるさと」「まなび」とつながる旭志小 

１の１ ２の１ 

低学年は保護者の皆さんと一緒に考えました 

３の１ ３の２ 

４の１ ５の１ 
６の１ 

さすが高学年。話を聞くときは、相手を見て、真剣に受け止めています。相手を大切にする気持ちが伝わります。 

６人の委員長さんたちです 
給食放送委員会：おはし検定 

生活委員会：廊下を 
歩こうパトロール 健康委員会：草取り大会 

６年：森創史さん【グレンツェンピアノコン
クール福岡大会 準優秀賞、城北地区小学生
バトミントン大会 男子ダブルス優勝】 

旭志剣道クラブ【熊本県剣道道場連盟 
少年剣道大会 低学年の部３位】 


